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国
民
健
康
保
険
加
入
者
に
、
国
保

温
泉
セ
ン
タ
ー
の
割
引
利
用
券
を
配

布
し
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
保
険
証

を
持
参
し
、
市
役
所
２
階
保
険
年
金

課
、
七
生
支
所
、
豊
田
駅
連
絡
所
で

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

■日
 

割
引
利
用
期
間
…
平
成　

年
３
月

２３

　

日　

ま
で
■対
 

対
象
施
設
…
檜
原
温

３１

（木）

泉
セ
ン
タ
ー「
数
馬
の
湯
」、
奥
多
摩

温
泉「
も
え
ぎ
の
湯
」、秋
川
渓
谷「
瀬

音
の
湯
」
、
生
涯
青
春
の
湯
「
つ
る

つ
る
温
泉
」
■問
 

保
険
年
金
課
給
付
係

　

滝
合
小
の
校
庭
約
２
分
の
１
（
３

千　

平
方
㍍
）を
芝
生
に
し
ま
し
た
。

９３６
こ
の
面
積
は
都
内
で
も
最
大
級
の
面

積
で
す
。
芝
生
は
、
外
遊
び
へ
の
積

極
的
な
参
加
を
促
し
、
子
ど
も
た
ち

の
体
力
向
上
に
役
立
つ
と
共
に
、
教

材
と
し
て
も
活
用
出
来
ま
す
。

　
　

月
か
ら
は
、
学
校
（
児
童
、
教

１０
職
員
）
、
保
護
者
、
地
域
住
民
が
中

心
と
な
っ
て
校
庭
の
芝
生
を
育
て
て

い
ま
す
。
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月
９
日
、
全
校
児
童
や
保
護
者

１０
な
ど
が
参
加
し
、
式
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

■問
 

教
育
部
庶
務
課

市
民
生
活

市
民
生
活

住

宅

住　

宅

福

祉

福　

祉
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■日
 
　

月　

日　

午
後
６
時　

分
〜
８

１１

１１

（木）

３０

時
■場
 

生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
■師
 

石
川

准
平
氏
（
理
学
療
法
士
）
■対
 

市
内
在

住
・
在
勤
で
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

か
か
わ
る
方
■費
 
　

円
（
資
料
代
）
■申
 

１００

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
■問
 

（
社
福
）
日

野
市
民
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
う
ぃ
ず
（
�

　

・
７
２
９
９
�　

・
７
２
０
３
）

５９９

５９９
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■日
 
　

月　

日　

午
前
９
時　

分
〜　

１１

２６

（金）

４０

１１

時　

分
■場
 

市
立
や
ま
ば
と
■対
 
　

〜　

３０

１８

６４

歳
の
市
内
在
住
者
で
、
身
体
（
車
い

す
可
）
・
知
的
・
高
次
脳
機
能
障
害

の
方
■他
 

送
迎
あ
り
※　

月　

日　

ま

１１

１２

（金）

で
に
申
込
■申
 

電
話
■問
 

市
立
や
ま
ば
と

（
�　

・
３
４
０
０
）

５８２
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回
復
途
上
に
あ
る
精
神
障
害
者
を

対
象
に
、
生
活
の
場
を
提
供
し
、
地

域
社
会
に
お
け
る
自
立
を
促
進
す
る

な
ど
、
必
要
な
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

居
室
は
独
立
し
１
人
１
室
、
食
事

や
日
常
生
活
は
原
則
、
入
居
者
自
身

が
行
い
ま
す
。

■日
 

平
成　

年
１
月
中
旬
か
ら
入
居
■内
 

２３

募
集
住
宅
…
ヴ
ィ
レ
ッ
ヂ
た
ん
ぽ
ぽ

（
南
平
）
■対
 

市
内
に
在
住
し
、
次
の

す
べ
て
に
該
当
す
る
方
①
日
常
生
活

に
必
要
な
収
入
が
あ
る
②
一
定
程
度

の
自
活
能
力
が
あ
り
将
来
的
に
自
立

の
見
込
が
あ
る
③
単
身
で
の
生
活
ま

た
は
家
族
で
の
生
活
が
困
難
ま
た
は

適
当
で
な
い
④
通
院
医
療
を
継
続
中

⑤
原
則
と
し
て
日
中
の
活
動
の
場
が

確
保
さ
れ
て
い
る
■定
 

若
干
人
■費
 

入
居

時
の
一
時
金
と
施
設
が
定
め
る
毎
月

の
共
通
経
費
や
個
人
に
係
る
実
費
部

分
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
■申
 
　

月
１１
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募
集
住
宅
、
申
込
資
格
な
ど
、
詳

細
は
「
募
集
の
ご
案
内
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■日
 

募
集
の
ご
案
内
の
配
布
…　

月
１

１１

日　

〜　

日　

午
前
８
時　

分
〜
午

（月）

１０

（水）

３０

後
５
時　

分
※
日
曜
日
、
祝
日
を
除

１５

く
■場
 

配
布
場
所
…
市
役
所
１
階
市
民

相
談
窓
口
・
４
階
財
産
管
理
課
、
七

生
支
所
、
豊
田
駅
連
絡
所
■申
 
　

月　
１１

１６

日　

（
必
着
）
ま
で
に
申
込
用
紙
を

（火）
郵
送
■問
 

東
京
都
住
宅
供
給
公
社
募
集

セ
ン
タ
ー
（　

月
１
日
〜　

日
…
�

１１

１０

０
５
７
０
・
０
１
０
８
１
０
、　

月
１１

　

日　

以
降
…
�　

・
３
４
９
８
・

１１

（木）

０３

８
８
９
４
）

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
の
配
布
場
所
に
つ

い
て
は
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

い
ず
れ
も
■問
 

子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
（
�　

・
６
６
７
０
）

５９９
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毎
年　

月　

日
〜　

日
は
「
女
性

１１

１２

２５

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
週

間
で
す
。

　

市
で
は
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
の

撲
滅
を
目
指
し
、
配
偶
者
な
ど
か
ら

の
暴
力
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
を
実
施

し
ま
す
。

■日
 
　

月
２
日　

〜　

日　

■場
 

多
摩
平

１１

（火）

２９

（月）

の
森
ふ
れ
あ
い
館
■問
 

男
女
平
等
課

（
�　

・
２
７
３
３
）

５８４
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先
の
大
戦
で
尊
い
命
を
亡
く
さ
れ

た
方
を
追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
し
て

戦
没
者
追
悼
式
を
実
施
し
ま
す
。

　

遺
族
の
方
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆

さ
ま
の
出
席
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
服
装
は
平
服
で
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

■日
 
　

月　

日　

午
前　

時　

分
か
ら

１１

１２

（金）

１０

３０

■場
 

ひ
の
煉
瓦
ホ
ー
ル
（
市
民
会
館
）

■問
 

福
祉
政
策
課
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今
月
は
、
あ
い
さ
つ
運
動
の
強
化

月
間
で
す
。
地
域
で
の
あ
い
さ
つ
や

　

日　

ま
で
に
持
参
で
。
申
込
書
に

１５

（月）

所
定
の
主
治
医
の
意
見
書
、
紹
介
状

を
添
付
※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
を

■問
 

共
同
作
業
所
く
つ
ろ
ぎ
（
�　

・
５８７

４
８
６
８
）
、
市
障
害
福
祉
課

声
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。
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子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
に
、
地

域
の
人
が
買
い
物
や
散
歩
な
ど
を
し

な
が
ら
、
あ
い
さ
つ
を
か
わ
す
こ
と

で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
ま
し
ょ
う
。
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奇
数
月
の
最
初
の
登
校
日
に
、
市

内
全
校
の
校
門
で
登
校
中
の
子
ど
も

に
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
■問
 

子
育
て
課
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■日
 

■場
 
　

月
１
日　

〜　

日　

…
多
摩

１１

（月）

１５

（月）

平
の
森
ふ
れ
あ
い
館
、　

月　

日　

１１

１６

（火）

〜　

日　

…
地
域
子
ど
も
家
庭
支
援

３０

（火）

セ
ン
タ
ー
万
願
寺
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■日
 
　

月
９
日　

午
後
２
時
か
ら
■場
 

市

１１

（火）

役
所
５
階　

会
議
室
■師
 

影
山
孝
氏

５０５

（
東
京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
児
童

相
談
担
当
専
門
副
参
事
）
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月
の
子
ど
も
虐
待
防
止
推
進
月

１１
間
に
合
わ
せ
、
子
ど
も
の
気
持
ち
を

受
け
止
め
、
虐
待
防
止
を
目
指
す
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。な
お
、
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説　　明平成２０年度平成２１年度項目
団体の財政力を判断する理論上の指数。指
数が大きいほど財源に余裕がある。１を超
えると収入超過団体となり交付税の不交付
団体となる。

１．０７６１．０７２
財政力指数
（３カ年

平均）

経常的一般財源の硬直度または余裕度を示
すものであり、財政構造の弾力性を判断す
る指標。数値が低いほど新たな住民ニーズ
に対応出来る余地が大きくなる。

９０．６％９１．４％経常収支
比率

歳出総額に占める人件費の割合１９．０％１８．７％人件費比率

　市債とは、単年度予算ではまかないきれない
多額の資金を必要とする事業を実施するために
行う長期の借入金で、家計における「ローン」
にあたります。学校耐震化事業や将来にわたっ
て広く市民に利用される公共施設、道路の建設
など、各年度の負担を均等にすべき事業にあて
られます。豊かな市民生活を支えるために必要
なものですが、残高が大きくなると将来の世代
に負担を残すことになります。

対前年度比歳出対前年度比歳入会計名

△０．２％１５２億５，４０１万円△０．２％１５３億４，８０２万円国民健康保険特別会計

△２８．４％２７億６，４１５万円△２５．５％２９億２，５６８万円土地区画整理事業
特 別 会 計

△１４．２％５２億８，７８７万円△１４．６％５２億９，６１９万円下水道事業特別会計

△９７．２％２，７７９万円△９６．６％３，４６７万円老人保健特別会計

８．６％８９億８，４７７万円５．４％９１億　９７５万円介護保険特別会計

８．６％２４億５，７１５万円９．０％２４億８，５０８万円後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計

４．４％７２億　１１５万円９．６％６６億９，１２２万円市立病院事業特別会計

△５．０％４１９億７，６８９万円△４．７％４１８億９，０６１万円合　計
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●補正予算による主要な事業 � （平成２２年度９月補正まで）
１億２，０００万円浅川スポーツ公園用地取得

９，５００万円ごみ焼却施設延命化対策修繕料

９，３２０万円保育園待機児対策補助金

６，７５０万円仲田小学校校庭用地取得

６，４９３万円予防接種（個別式）委託料

５，７２４万円市立病院改革プラン実行環境整備補助金

４，５００万円栄町サービスセンター等施設改修工事

５億４，９７８万円その他（基金積立を除く）

� � � �� � � �

��������������
（平成２２年３月３１日現在）

１６２万　３２５平方㍍土　　　地
３３万４，３８４平方㍍建　　　物
１９億９，９９６万円財政調整基金

基金
（普通会計）

２億　５１２万円減債基金
８８億２，８７４万円その他特定目的基金
１１０億３，３８２万円合　　計

※基金：将来に備えた積立金。家計における「預貯金」

●各会計別予算執行状況 ������ （平成２２年９月３０日現在）
支出済額収入済額予算現額会計名

２１３億３，６６３万円２６４億６，９６０万円５３８億９，５１７万円一 般

６４億３，６３７万円６２億３，１３８万円１４９億８，５００万円国民健康保険

７，１４６万円４億４，１５６万円３８億８，５４５万円土地区画整理

１９億６，００８万円１９億　４８３万円５１億１，５１３万円下 水 道

６万円６９４万円４４６万円老 人 保 健

３７億８，２２６万円３８億１，７２５万円８９億２，５５７万円介 護 保 険

８億９，３７６万円１１億５，８７３万円２９億１，７４３万円後期高齢者医療

－－－２６億２，７６１万円７６億７，５５９万円市立病院（収入）

３１億９，６２１万円－－－７６億７，５５９万円市立病院（支出）

� � � �� � � �

� � � �� � � �

������������

（　）内は構成比、〈　〉内は対前年度比


